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■あんこうの吊るし切りに興味津々！（大洗ポートフェスタ＆大洗あんこう祭）
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祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭　海　祭祭

う 祭を10月28日（日）、大洗第4埠頭を会場
で 27日(土)の日程がすべて中止、予定して
な りましたが、大洗の冬の味覚「あんこ
ん こうの吊るし切り、あんこう飯・あんこ
品 販売をはじめ北関交流フェア、フラダン
る アトラクションなど様々な催しが行わ
。

祭を10月28日（日）、大洗第4埠頭を会場
27日(土)の日程がすべて中止、予定して
りましたが、大洗の冬の味覚「あんこ
こうの吊るし切り、あんこう飯・あんこ
販売をはじめ北関交流フェア、フラダン
アトラクションなど様々な催しが行わ

▲帆船「海王丸」が10月25日（木）大洗港へ初入港。
　しかし、台風20号の接近によりイベント前日に出港
　してしまいました

▲海王丸は、商船学校の練習船として誕生した船です▲海王丸は、商船学校の練習船として誕生した船です

▲園児らに暖かい歓迎をうける「海王丸」▲情熱の「フラメンコ」▲特産品販売ブースには大勢の人だかり

▲優雅に「フラダンス」▲ISOダンスで会場が熱気に包まれました

▲大洗冬の味覚あんこうに感謝して「あんこう包丁式」

丸 あんこうあんこうあんこう

開会の挨拶をする小谷町長▶
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―大洗ポートフェスタ　―大洗ポートフェスタ　
大大大大大大大大大 海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海　海海海海海海海海海海海海海海海海海海海大　海　大　海　

　大洗ポートフェスタ＆大洗あんこう
に開催しました。台風20号の影響で
いた帆船「海王丸」の公開も中止とな
う」を主役に、あんこう包丁式やあん
う汁の早食い競争、また大洗の特産品
スやフラメンコ、子供たちも楽しめる
れ、約５万人の来場客で賑わいました。

　大洗ポートフェスタ＆大洗あんこう
に開催しました。台風20号の影響で
いた帆船「海王丸」の公開も中止とな
う」を主役に、あんこう包丁式やあん
う汁の早食い競争、また大洗の特産品
スやフラメンコ、子供たちも楽しめる
れ、約５万人の来場客で賑わいました。

▲色んなアトラクションに夢中の子供たち▲大抽選会で豪華商品をゲット▲特設ステージは親子づれでいっぱい

▲ジェスチャーゲーム大会▲ちょっとリッチに「あんこう亭」

▲「あんこうの吊るし切り」観客席から驚きの声が上がりました

洗洗洗 王丸王丸王丸

▲あんこう鍋には長蛇の列、心も体もあったかです

▲ほくほくのあんこう鍋に思わず笑顔

▲あんこう飯・あんこう汁早食い競争
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その５

未来のためにCO2　CO2なくそう
―省エネルギ－対策・新エネルギー導入の推進―

●太陽光発電や太陽熱
温水器などの新エネ
ルギ－の導入によ
り、石油などの使用
量を削減する。

ホテル・旅館、病院、
医療施設の取り組み

コ　ツ　　　　　　コ　ツ

●同じ職域の事業間の
取り組みは、地域協
議会等を設置し、連
携・協力して効果的
に進める。

●業務用機器にエネル
ギ－効率の高い機器
やインバ－タ－を導
入し、省エネ性能を
向上させる。

●国等の省エネルギ－
対策や新エネルギ－
導入等の補助制度や
税制上の優遇措置を
効果的に活用する。

●省エネ診断を受信
し、建築物・設備の
省エネ性能を向上さ
せる。改築時には、
断熱化対策を行い、
冷暖房効果を高め
る。

●冷暖房機器の設定温
度の適正化や使用日
数・時間の短縮など
の対策により、省エ
ネ化を図る。

●節水シャワ－ヘッド
の設置やトイレの手
洗い器具の自動水栓
化等により、節水を
図る。

　

９
月
28
日
、茨
城
県
と
大
洗
町
、

鉾
田
市
な
ど
５
市
町
主
催
の
原
子

力
総
合
防
災
訓
練
が
県
や
各
自
治

体
の
約
80
機
関
１
、１
０
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
７
月
に
新
潟
県
中
越

沖
地
震
で
原
子
力
発
電
所
が
火
災

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
・
大
洗
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
高
速
実
験
炉

「
常
陽
」
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
に

よ
る
火
災
発
生
を
想
定
し
た
消
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
活
動
は
、
緊
急
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
現
地
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
班
の
一
斉
出
動
や
初
期
被
ば
く

医
療
機
関
へ
の
搬
送
・
治
療
、
住

民
避
難
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
消
火

訓
練
な
ど
10
項
目
以
上
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
の
消
火
活
動
で
は
、
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
自
衛
消

防
隊
や
大
洗
町
消
防
本
部
を
初

め
、
鹿
行
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
な
ど
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
不

燃
性
の
防
護
服
に
身
を
包
ん
だ
大

洗
町
消
防
本
部
の
隊
員
が
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
消
火
剤
を
噴
霧
し
て
消
火

活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

被
ば
く
医
療
訓
練
で
は
一
次
医
療

機
関
に
指
定
さ
れ
た
大
洗
海
岸
病

院
が
参
加
し
、
被
ば
く
し
た
作
業

員
等
の
受
け
入
れ
体
制
を
確
認
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
県
立
大
洗
高
校

か
ら
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

二
次
医
療
機
関
の
県
立
中
央
病
院

ま
で
搬
送
す
る
訓
練
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
先
の
中
越
沖

地
震
の
際
、
原
子
力
事
業
所
か
ら

被
害
情
報
が
的
確
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
点
や
、
事
業
所
の
自
衛
消

防
隊
の
消
火
活
動
に
不
手
際
な
ど

が
あ
っ
た
点
を
踏
ま
え
て
、
そ
う

し
た
地
震
が
町
に
発
生
し
た
際
、

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
・
大

洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
対
応
を

検
証
す
る
意
味
で
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
訓
練

を
通
じ
て
災
害
時
の
対
応
や
安
全

が
最
優
先
さ
れ
る
よ
う
事
業
所
と

共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
訓
練
内
容

①
緊
急
時
通
信
連
絡
訓
練

②
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
訓

練
③
県
原
子
力
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
訓
練

④
緊
急
被
ば
く
医
療
訓
練

⑤
小
・
中
学
校
５
校
へ
の
情
報
伝

達
及
び
原
子
力
防
災
学
習

「
常
陽
」で
ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
を
想
定

「
常
陽
」で
ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
を
想
定

│
平
成
19
年
度
茨
城
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
│

被ばくした作業員の搬送訓練をする消防隊員



精神障害をお持ちの方へ

　

医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、平
成

20
年
度
か
ら
健
診
と
そ
れ
に
伴

う
保
健
指
導
の
仕
組
み
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
に
お
い
て
40
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
た

基
本
健
康
診
査（
問
診・血
圧・尿・

身
体
計
測・血
液・心
電
図・眼
底

等
）と
事
後
指
導
が
、40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
方
は
、「
特
定
健
診・

特
定
保
健
指
導
」と
な
り
医
療
保

険
者（
国
保
・
健
康
保
険
組
合
な

ど
）に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
健
診
は
、病
気
の
早

期
発
見・早
期
治
療
が
目
的
で
し

た
が
、「
特
定
健
診
」は
、最
近
話

題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目

し
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
予
防
を
目
的
と
し
た
内
容
と

な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
被
用

者
保
険（
会
社
な
ど
の
健
保
組
合

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人
、ま
た
そ
の
被
扶
養
者
）

に
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、各
医

療
保
険
者
の
方
針
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、現
在
、具
体
的
な
実

施
方
法
や
健
診・保
健
指
導
の
充

実
を
図
る
た
め
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。な
お
、各
種
が

ん
検
診
等
、従
来
の
基
本
健
診
以

外
の
健
診
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

☎
２
６
７　

５
１
１
１
（
内
線

１
５
９
）

問合せ／福祉課　社会福祉係　（内線151、152）

精神障害をお持ちの方へ、手帳および医療費助成の申請方法をご紹介します。

•●● ●●•

◇精神障害者保健福祉手帳の各種申請◇

※精神の疾患により日常生活や社会生活に制約のある方が、福祉サ
ービスを受けやすくするために必要な手帳です。

※写真は、無帽、上半身、１年以内のものです。
※診断書は、初診日から６ヶ月を経過した日以後のものです。
※精神の障害を理由に年金が支給されている場合、年金証書等の写
しで手続できます。

・新規交付申請

・更新交付申請

・障害等級変更申請

・県外で交付された手
帳による手帳交付申
請

・再交付申請

・届出事項の変更

診断書添付
・申請書
・手帳用診断書
・写真（縦４㎝×横３㎝）

年金証書等を添付
・申請書
・年金証書の写し
・直近の年金振込通知書、又
は国庫金振込通知書の写し

・照会のための同意書
・写真（縦４㎝×横３㎝）

・申請書
・記載事項変更届
・県外で交付された既存の手
帳の写し

・写真（縦４㎝×横３㎝）

・再交付申請書
・写真（縦４㎝×横３㎝）

・記載事項変更届
・訂正する手帳

申　請　内　容 必　要　書　類

◇自立支援医療（精神通院医療）の各種申請◇

※精神障害により通院治療を受けている方を対象に、必要な医療費
の一部を公費で負担いたします。

※申請内容により必要書類が異なりますので、ご注意ください。
※毎年更新申請が必要となります。
※有効期限の３ヶ月前から１ヶ月前までに更新の手続が出来ますの
で、申請の際は福祉課社会福祉係までお越しください。

・新規申請

・更新申請

・医療機関等変更の場
合

・住所、氏名、保険変
更の場合

・再交付申請

・申請書
・診断書
　※精神手帳を同時に申請す
る場合は、手帳用診断書で
代用可。
・保険証
・課税証明書
　※その年の1月1日現在大洗
町に住所のなかった方。
・印鑑

・申請書
・自立支援医療受給者証
・保険証
・印鑑

・記載事項変更届
・自立支援医療受給者証
・保険証（必要な場合）
・印鑑

・申請書
・印鑑

申　請　内　容 必　要　書　類

平平
成
20
年
度
か
ら

年
度
か
ら

 

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

                       

が
始
ま
り
ま
す
。

が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら

年
度
か
ら

 

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

                       

が
始
ま
り
ま
す
。

が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら

 

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

                       

が
始
ま
り
ま
す
。

－

　　ご意見ご提言を
　　　まちづくりに活かします

みなさんからの
　　ご意見ご提言を
　　　まちづくりに活かします
　町民の皆さんからのご意見・ご要望を町
政に反映するため、平成19年度町政懇談会
を11月14日から町内18会場で開催いたしま
す。身近なものから町全体に関する様々な
問題について、幅広いご意見をお待ちして
おります。
　なお、詳細については後日改めてお知ら
せいたします。
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TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

大洗海の大学　１１月とっておきカリキュラム大洗海の大学　１１月とっておきカリキュラム大洗海の大学　１１月とっておきカリキュラム大洗海の大学　１１月とっておきカリキュラム

　「港町」と言ったら何を思い描きますか？どこを思い出しますか？出会いや別れな
ど数多くのドラマを繰り広げてきた港。大洗町も港町の一つです。その港を愛し更に
人が集い賑わう場所にするために、知っておきたい事例や方法を学ぶ５回の講座で
す。第１回は『みなとの魅力と市民活動』と題して、「みなとまち」の市民活動につい
て「みなと」を舞台にした活動の可能性を学び、大洗港を舞台にした市民活動のあり
方を考える講座を10月に行いました。11月は２回開催します。第２回は『小名浜港の

視察と市民活動グループとの交流』として、小名浜港の取り組みを視察するとともにそこにかかわる市民グループの
交流を通して港の賑わいについて考えます。第３回は『「みなとまち」におけるおもてなし』として、クルーズ船の
魅力やクルーズ船への「おもてなし」の事例に学ぶとともに海からの来訪者の歓迎「おもてなし」について考えま
す。１月下旬には第４回『大洗港の魅力、食・歴史・文化発見』を、２月上旬には『自らの楽しみ方を発表しよ
う！』を予定しています。大洗港が全国に向けて発信できる食、歴史、文化などの魅力や活動について考え、また大
洗港を舞台に自らが取り組める、取り組みたい内容を発表していきます。大洗港をもっと身近に感じ「海」や「港」
へ大きな関心を持ちながら、海とみなとを楽しみ愛する自主自立的な活動へとつなげていきたいです。まずは難しく
考えず、大洗港を舞台にした楽しみ方を発見し、もっと「みなと」を楽しもう！という気持ちで、参加していただけ
ればと思います。“大洗の港においで！”と全国に向けて誇れる港。そこは人で賑わう港になるはずです。

大洗海の大学特別講座「港においで」大洗海の大学特別講座「港においで」

本校カリキュラム 特別講座「港においで」～みなとの賑わい創出担い手育成支援事業～
参加費無料　第２回11月11日（日）、第３回11月29日（木）
「旬の魚料理教室」11月24日（土）／「貝あわせ教室」28日（水）

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！

詳しくは夢town大洗スポーツクラブ事務局までご連絡ください。

大洗町成田町1626　　TEL・FAX　267-1515
受付時間／火曜日から土曜日　８：30～17：00

11月の行事予定

峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨峨

○親子跳び箱教室　　　　　　24日（土）　祝町小体育館　10：30～12：00

　（有料）　　　　　　　　　参加費（親子）　会員500円　非会員800円

○スポーツ広場　　　　　　　９日（金）　祝町小体育館　19：00～21：00

　（無料）　　　　　　　　　23日（金）　大貫小体育館　19：00～21：00

○夢townいきいきウォーク 　18日（日）　裏磐梯周辺　  　6：00～19：00

　（有料）　　　　　　　　　参加費　2,000円

高齢者向け健康体操教室

11月

海 王 丸



　ねんりんピック茨城2007大会が、11月10日（土）～13日（火）
茨城県内21市町において開催されます。「ねんりんピック」の愛称
で親しまれている全国健康福祉祭は、60歳以上の方々を中心とす
る、スポーツ、文化、健康と福祉の全国的な祭典です。
　ここ大洗町でも11月12日（月）に大洗ゴルフ倶楽部において、ゴ
ルフ交流大会が開催され、全国の53都道府県・政令指定都市から
165名の選手が参加します。
　茨城県では県代表の３名の他に、大洗町の代表選手として、寺家
　喜則さん、臼井 恵太郎さん、関根 洋治さんの３名の方々が出場
されます。
　観覧は自由で、当日はおもてなし会場や健康づくり教室などもあ
りますので、一般の方も是非ご来場ください。

大会日時／11月12日（月）　午前７時～午後４時30分
場　　所／大洗ゴルフ倶楽部
問 合 せ／ねんりんピック茨城2007大洗町実行委員会（大洗町役場

福祉課内）　☎267-5111（内線152）

─大洗町ではゴルフ交流大会─

ねんりんピック茨城2007大会が開催されます。ねんりんピック茨城2007大会が開催されます。ねんりんピック茨城2007大会が開催されます。
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○
保
護
者
が
妊
娠
、出
産
、病
気
、

お
よ
び
心
身
に
障
害
を
持
つ

○
保
護
者
が
常
時
病
人
の
介
護
を

し
て
い
る

○
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
で
幼
児

の
保
育
が
で
き
な
い

募
集
期
間
／

12
月
10
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

申
込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
福
祉
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
と
案
内
書
は

（
11
月
９
日
以
降
）、
福
祉
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

※
保
育
料
は
、
世
帯
の
所
得
状
況

や
幼
児
の
年
齢
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
諸
経
費
は
施
設

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
よ
り
第
二
保
育

所
は
民
営
化
と
な
り
、
大
洗
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
保
育
内
容
等
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
せ
／
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
（
内
線
１
５
３
）

　

来
年
の
成
人
式
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭

和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で

す
。
現
在
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

転
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
成
人
式

に
出
席
希
望
の
方
は
、
11
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
洗
町
成
人
式

日
時
／
平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）

　
　
　

13
時
か
ら

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

　

来
る
12
月
２
日
（
日
）、
第
62

回
三
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
大
洗
町
と
ひ
た
ち
な
か

市
の
共
催
に
よ
り
開
か
れ
る
伝
統

の
あ
る
駅
伝
大
会
で
す
。
大
洗
町

の
区
間
は
、
海
門
橋
か
ら
大
洗
文

化
セ
ン
タ
ー
前
ま
で
の
海
岸
コ
ー

ス
と
大
洗
港
を
使
用
し
た
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
手
た
ち
の
ひ
た
む
き
に
走
る

姿
に
、
町
民
の
皆
様
の
熱
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
一
部
交
通
規
制

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

平
成
20
年
度

保
育
所（
園
）・
園
児
募
集

募
集
施
設
／

第
一
保
育
所

☎
（
２
６
７
）
２
６
７
１

第
二
保
育
所

☎
（
２
６
７
）
２
３
６
７

滝
口
保
育
園

☎
（
２
６
６
）
３
２
８
８

恵
泉
保
育
園

☎
（
２
６
７
）
２
４
６
１

ひ
じ
り
保
育
園

☎
（
２
６
７
）
４
４
２
３

※
随
時
見
学
可
能
で
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
格
基
準
／

○
保
護
者
が
勤
務
し
て
い
る

第
62
回
三
浜
駅
伝
競
走
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
20
年　

大
洗
町
成
人
式
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☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

一
．
公
開
授
業

日
時
／
11
月
16
日
（
金
）

　
　
　

９
時
50
分
〜
10
時
40
分

第
２
校
時　
（
受
付
／
９
時
〜
）

会
場
／
大
洗
高
等
学
校（
各
教
室
）

第
１
学
年
「
道
徳
」、
第
２
、
３

学
年
「
各
教
科
・
科
目
授
業
」

二
．
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会

日
時
／
11
月
16
日
（
金
）

　
　
　

13
時
〜
14
時
30
分

　
　
　
（
受
付
／
12
時
30
分
）

会
場
／
大
洗
高
等
学
校（
体
育
館
）

講
師
／
會
澤 

治
先
生
（
大
洗
海

岸
病
院
理
事
長
）

演
題
／
薬
物
乱
用
の
害
に
つ
い
て

問
合
せ
／
茨
城
県
立
大
洗
高
等
学

校　

☎
（
２
６
７
）
６
６
６
６

　
　
　
（
担
当
／
教
頭　

加
茂
川
）

　

大
洗
町
に
全
国
か
ら
２
０
０
名

が
集
ま
り
、
百
人
一
首
か
る
た
交

流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２

０
０
７
の
協
賛
種
目
で
あ
り
、
小

倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た
を
通
じ

日
ま
で
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
税
事
務
所

　
　
　

収
税
第
一
課

　
　
　

☎
（
２
２
１
）
６
６
０
５

　

大
洗
町
で
は
、
茨
城
県
と
環
境

保
全
茨
城
県
民
会
議
及
び
大
好
き

い
ば
ら
き
県
民
会
議
が
実
施
す
る

「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
に
参
加
し

て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
次

世
代
へ
日
本
文
化
の
伝
統
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

日
程
／

11
月
10
日
（
土
）

　

開
会
式
・
親
睦
交
流
大
会

11
月
11
日
（
日
）

　

か
る
た
競
技
大
会

会
場
／
大
洗
ホ
テ
ル

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
２
１
５
１

試
合
形
式
／

３
人
１
組
の
都
道
府
県
対
抗
競
技

＊
見
学
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
か
る
た
協
会　

山
内　

☎
（
２
４
７
）
４
１
６
０

　

新
た
に
電
話
を
設
置
し
た
い
方

に
、
県
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
電
話
加
入
権
を
、
一
般
の
方

も
参
加
で
き
る
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
公
売
し
ま
す
。

入
札
日
時
／
11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

入
札
場
所
／
水
戸
合
同
庁
舎
７
階

持
参
す
る
物
／
印
鑑
・
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
・
代
金
（
即
納
）

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
。

※
公
売
物
件
の
有
無
を
、
入
札
前

大
洗
高
校
「
い
ば
ら
き
教
育

月
間
」
に
係
る
学
校
公
開

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

　

本
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
大
洗
磯
前
神
社
拝
殿
の
修
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
よ
り
欄

間
の
漆
塗
・
彩
色
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
12
月
に
は
新
し
く
完
成

し
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
一
般
公

開
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
洗
磯
前
神
社
の
歴
史

や
江
戸
時
代
の
神
社
建
築
に
つ
い

て
理
解
が
深
め
ら
れ
る
内
容
で

す
。

日
時
／
12
月
１
日
（
土
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

会
場
／
大
洗
磯
前
神
社

参
加
料
／
無
料

受
付
／
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

当
日
13
時
30
分
ま
で
に
大
洗
磯
前

神
社
随
神
門
前
に
直
接
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

内
容
／
大
洗
磯
前
神
社
の
歴
史

（
大
洗
磯
前
神
社　

飯
塚　

重
）、

大
洗
磯
前
神
社
の
観
光
案
内
（
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
洗
石
田 

久

枝
）、大
洗
磯
前
神
社
の
社
殿
（
財

団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術

協
会　

畑
野

夫
）、
拝
殿
欄
間

の
修
理
内
容
に
つ
い
て
（
株
式
会

社
小
西
美
術
工
藝
社
）

問
合
せ
／
町
生
涯
学
習
課

大
洗
磯
前
神
社
拝
殿
の

修
理
事
業
に
伴
う
一
般
公
開

百
人
一
首
か
る
た
交
流
大
会

お
買
い
物
は

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
！

て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
削
減
し
、
地
球
温
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
、
お
買
い
物

に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　改正雇用対策法の成立により、外国人が在留資格の範囲内で、その能力
を有効発揮しながら適性に就労できるよう、外国人雇用に関する基本ルー
ルを整備しました。
１．外国人雇用状況の届出
　　外国人（特別永住者を除く）の雇入れ・離職の際、その氏名、在留資
格等を届け出てください。ハローワークでは、これに基づき、雇用環境
の改善に向けて、事業主の方への助言・指導や、離職した外国人への再
就職支援を効果的に行います。
２．雇用管理の改善等に関する指針の作成
　　事業主の方が遵守すべき法令や、努めるべき雇用管理の内容等を指針
として整理しました。これに沿って、職場環境の改善や再就職の支援に
取り組んでください。
３．不法就労の防止
　　外国人雇用状況の届出にあたり、事業主の方々が在留資格等を確認す
ること等により、不法就労の防止が図られます。
問合せ／茨城労働局（職業対策課）　　　　☎224－６２１９
　　　　公共職業安定所（ハローワーク）☎231－６２２１

10月１日から外国人を雇用する場合の
ルールが新しくなりました。



第13回東海Ｉ～ＭＯのまつり（東海村）
　「東海Ｉ～ＭＯのまつり」は、東海村の特産品であり、健康食品としても親し
まれている｢サツマイモ｣が主役の祭典です。
日時／11月23日（金）　午前９時～午後３時30分
会場／東海文化センター
内容／①ホクホク美味しい「焼いもコーナー」　②いものつかみ取りをする

「ジャンジャンどり」　③サツマイモの収穫を体験する「いも掘り探険
隊」　④積み上げたいもの高さを競う「いも積み競争」　⑤特別出演
「水戸ホーリーホック」　⑥キャラクターショー、吹奏楽演奏、太鼓演
奏など

問合せ／東海Ｉ～ＭＯのまつり運営協議会
　　　　☎029-282-1711　内線1439）

元旦スポーツフェスティバル（水戸市）
▶元旦マラソン大会・・・８時30分から千波湖畔黄門像前より順次スタート
コース／千波湖畔１周　　　対象／小学生以上
参加人数／２,４００名（定員になり次第締切り）
参加料／３００円（保険料を含む）
申込／12月１日（土）～10日（月）、午前９時～午後８時（月曜日は午後５時

まで）に、参加料を添えて水戸市総合運動公園体育館（見川町）へ
▶初テニス・・・午前８時～正午
場所／総合運動公園テニスコート・第２テニスコート（見川町）
参加料／無料　　申込／当日会場で受付
▶初泳ぎ・・・午前７時～正午
場所／小吹運動公園屋内プール
参加料／無料　　申込／当日会場で受付
問合せ／水戸市スポーツ振興協会　☎０２９-２４３-０１１１

第56回勝田全国マラソン大会（ひたちなか市）
期日／平成20年１月27日（日）雨天決行
参加資格／日本陸連登録者及び一般アマチュア競技者で高校生以上
種目／マラソン（42.195㎞）の部、１０㎞の部
参加料／一般フル＝3,500円、一般10㎞＝3,000円、高校生＝2,500円
　　　　二次エントリー　一般フル＝4,500円、一般10㎞＝4,000円、

高校生＝3,000円
申込方法／所定の申込用紙に必要事項を記入し参加料を添えて郵便局

より振込むか、直接大会事務局または松戸体育館へ持参してく
ださい。インターネット・携帯サイトでの申込みは、
http://www.Runtes.jp（手数料２００円）

締切り／一次エントリー　平成19年11月30日（金）消印有効
　　　　二次エントリー　平成19年12月１日（土）～12月14日（金）
問合せ／勝田全国マラソン大会事務局　☎029-262-5615
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遺
失
物
法
が
12
月
10
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
▼
持
ち
主
の
わ
か
ら

な
い
落
と
し
物
や
忘
れ
物
は
、

３
ヶ
月
経
過
す
る
と
拾
っ
た
方
が

そ
の
物
件
を
引
き
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
▼
落
と
し
物
や
忘
れ
物

が
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
探
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
動
物
愛
護
法
に
よ
る
引
き
取
り

の
対
象
と
な
っ
た
「
所
有
者
が
判

明
し
な
い
犬
又
は
猫
」
に
つ
い
て

は
、遺
失
物
法
の
対
象
外
と
な
り
、

県
等
が
引
き
取
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
▼
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を
し

た
り
、
拾
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
水
戸
警
察
署

　
　
　

☎
（
２
３
３
）
０
１
１
０

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12

月
10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、
毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種

の
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
は
違
い
ま
す
が
、

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
だ
け
で

は
、
他
人
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
人
権
週
間
に
当

た
り
、
人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ

う
に
他
の
人
に
も
あ
る
こ
と
を
考

え
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考

え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

水
戸
地
方
法
務
局

　

茨
城
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

日
時
／
12
月
８
日
（
土
）
13
時
〜

場
所
／
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
／
①
平
成
19
年
度
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
②

平
成
19
年
度
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
表

彰
式･

朗
読
③
人
権
作
文
朗
読
④

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
人
権
ク
イ
ズ
」

⑤
講
演
：
高
橋
元
太
郎
氏（
俳
優
）

「〝
あ
た
り
ま
え
〞
の
心
が
大
切
」

費
用
／
入
場
無
料

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、ハ
ガ
キ
で
申
込
み
願
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
の
際
に
は
、
催

事
名
（
人
権
週
間
記
念
講
演
会
）・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加

人
数
を
明
記
の
上
申
込
み
願
い
ま

す
。（
定
員
８
０
０
名
に
な
り
次

第
締
切
り
）後
日
、入
場
券
郵
送
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
茨
城
県
人
権

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
の
６
）

　
　
　

☎
（
３
０
１
）
３
１
３
６

　
　
　

FAX
（
３
０
１
）
３
１
３
８

相
談
日
／
12
月
７
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

新
着
本
／
「
楽
園
上
・
下
」
宮
部

み
ゆ
き
・
著
／
「
ア
サ
ッ
テ
の
人
」

諏
訪
哲
史
・
著

「
落
と
し
物
等
」
の
取
扱
い

が
変
わ
り
ま
す

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す

「
人
権
週
間
」
記
念
講
演
会

心
配
ご
と
相
談

図
書
室
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（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

曜

土

日

金

日

土・日

日

日

日

17

18

23

25

1・2

２

９

一　般

一般無料
一般無料
一　般
一　般
一般無料

大会議室

ホール
ホール
大会議室
ホール
ホール

9：00

13：30
13：00
9：00
9：00
13：00

催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

11

12

宝飾品鑑定会（株）
ビバーチェ
ピアノ発表会
鎌形ピアノ発表会
絵本の展示と読みきかせ（株）どうけい社
チャリティーコンサート（マナドネットジャパン）
大洗ふるさとの歌

入場方法開催場所開始時間
今 月 の

期
納国民健康保険税（第５期）

介護保険料（第５期）
下水道受益者負担金（第３期）

納期は11月30日までです。

町の人口と世帯
（9月末現在）

人 口 18,790人
 男　　 9,291人
 女　　 9,499人
世帯数　 6,863世帯 
転入　 38人 転出　 45人
出生　 9人 死亡　 20人

町営公園墓地町営公園墓地のの使用者使用者をを募集募集しますします

１．募集申込（申請関係書類の配布・受付）期間及び場所
　○平成19年11月12日（月）から12月７日（金）まで
　○大洗町役場２階　生活環境課　生活環境係
　　問合せ　☎267―5111（内線244・245）
２．申込（申請）資格【⑴から⑷の資格のすべてに該当する者】
　⑴大洗町の住民基本台帳に登録されてから引き続き３年以
上（平成16年11月11日以前から）継続して居住してい
る者。
　⑵埋蔵すべき焼骨を所持（分骨不可）し、その祭祀を主宰
すべき立場にある者（配偶者や子など）。
　⑶現在、大洗町営公園墓地またはその他の墓地の使用者で
ない者。
　⑷町税を滞納していない者
※申込（申請）資格の書類審査結果については、その適否を
後日、申込（申請）者あて郵送にてご連絡いたします。
３．申込（申請）方法
　　「募集要項」に添付されている申込専用の申請書（「大洗
町営公園墓地使用許可申請書」）により12月７日（金）午

後５時30分までに大洗町役場生活環境課生活環境係にお
申し込み（持参のみ）ください。なお、名義等を変えた二
重申し込み等不適正な申し込みは全て無効となります。（※
申込の際には、申請書のほか内容を確認するための各種証
明書等の添付が必要となります。）
４．募集内容
　⑴墓地区画数　40区画（募集区画数を越える申込件数が
生じた場合、および募集墓地の箇所については、申込（申
請）者による抽選にて使用資格者を決定いたします。）

　⑵墓地面積　　3.78㎡～5.67㎡
　⑶墓地使用料　１平方メートル当たり５万円（使用資格決
定後１ヶ月以内に一括納付）です。

　⑷墓地管理料　１平方メートル当たり年につき800円（毎
年）です。

　⑸募集する墓地は、既存墓地内（整地済み）の空き墓地です。
５．抽選の日時および場所（書類審査を通過した者）
　　日　　時　平成20年１月31日（木）午後２時
　　場　　所　大洗町役場３階会議室

大洗町営公園墓地の使用者募集を行います。
ご希望の方は次の募集要項に基づきお申し込み下さい。

大洗町営公園墓地募集要項大洗町営公園墓地募集要項

酒
酔
い
運
転

現
行　
「
３
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

改
正　
「
５
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

酒
気
帯
び
運
転

現
行　
「
１
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
３
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

改
正　
「
３
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

呼
気
検
査
拒
否

現
行　
「
３
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

改
正　
「
３
月
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

車
両
の
提
供
者

　

酒
気
を
帯
び
て
飲
酒
運
転
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
車
両
を

提
供
し
た
者

　

酒
酔
い
運
転　
　
「
５
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
」

　

酒
気
帯
び
運
転　
「
３
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下

の
罰
金
」

酒
類
の
提
供
者

　

飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し
て
酒
類
を
提
供
し
た
者

　

酒
酔
い
運
転　
　
「
３
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下

の
罰
金
」

　

酒
気
帯
び
運
転　
「
２
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
３
０
万
円
以
下

の
罰
金
」

車
両
の
提
供
者

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
酒
気
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
車
両

に
乗
せ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
・
要
求
し
て
、
車
両
に
同
乗
し
た
者

　

酒
酔
い
運
転　
　
「
３
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
５
０
万
円
以
下

の
罰
金
」

　

酒
気
帯
び
運
転　
「
２
年
以
下
の
懲
役
」
又
は
「
３
０
万
円
以
下

の
罰
金
」

茨
城
県
警
察

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
！

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
！

車
・
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
に
対
す
る
罰
則
が
新
設
！

車
・
酒
の
提
供
者
、
同
乗
者
に
対
す
る
罰
則
が
新
設
！

飲
酒
運
転
の
厳
罰
強
化
等

（
平
成
19
年
９
月
19
日
か
ら
施
行
）
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の購入を目的とした商品券を配布するとともに、マル福制度では、医療費自
己負担の無料対象者を小学入学前まで拡大し、外来・入院・食事医療の自己
負担も無料として育児負担の一助を担う策を講じました。さらには学童保育
も無料で実施し、就学中の子供さんたちの安全確保と保護者の方々が安心し
て就労できる環境づくりに意を用いてまいりました。若い方々が安心して子
育てが出来る環境を整えることが、若者の定住と進行する少子化にブレーキ
をかける大きな要素であると確信しております。一方、核家族化が進み子育
てに大きな不安を抱く若いお母さん方のために、ふれあい広場を週２回健康
センターで開設し、子供の健康な心と体の発達を願うと同時に、親同士のふ
れあいを通じて子育ての不安を軽減する取り組みも展開しております。
　尚一層こうした取組をベースに、様々な子育支援体制を強化する施策を展
開して、その充実した子育て支援が町内外の若者に浸透し、大洗町に居住し
子供を生み育てたいと感じていただき、また、現に子育て中の皆さんが「大
洗町に住んでよかった」と自信を持っていただくとともに、未来を担う子供た
ちのすばらしい故郷となるよう、町ぐるみで子育て支援に取り組んでまいり
ましょう。

わ
が
町
で
す
こ
や
か
な
成
長
を

　執務室から外を見ると、一気に秋が訪れたように木々の
葉が色づき始め、猛暑といわれ残暑も厳しかったことが嘘
のように季節は巡っております。
　さて、時折、芝生広場で保育園の子供たちが元気に歓声
を上げて園外活動をする姿を見るとき、少子高齢化という
言葉が頭をよぎります。この元気いっぱいの子供たちの未
来に、我々大人は何を残してあげられるだろうか。そんな
思いと少子化対策としてわが町が取り組んでいる様々な事
業を改めて考えてみました。その１つ平成13年に施行し
た「浜っ子すこやか報奨金」制度も、来春初めて対象児童
に祝金10万円が支給されます。当時から少子化について
は懸念されておりましたが、大洗町としていち早く少子化
対策に取り組んだ事業で、当時、県下でも数少ない貴重な
町独自の福祉制度でした。第３子以上の子供さんが出生し
たときから町で積み立てを行い、小学校入学時に祝金を支
給することで親御さんの経済的負担の軽減を基本に、少子
化対策と若者の定住を狙って創設したもので、21名の子
供さんがその日を向かえる予定となっております。制度を
作るにあたっては、いかに少子化に歯止めがかけられるか、
保護者の育児に掛かる負担軽減にどのように反映できるか
職員とともに何度も検討を重ねたことが思い出されます。
また、父子家庭への公的援助が希薄であったことも考慮し、
就学前の子供がいる父子家庭の子供に対し衣服や文房具等

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
と

「
駐
輪
場
マ
ー
ク
」
を

　　　　　　　　　　　

標
示
し
ま
し
た
。

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
と

「
駐
輪
場
マ
ー
ク
」
を

　　　　　　　　　　　

標
示
し
ま
し
た
。

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
と

「
駐
輪
場
マ
ー
ク
」
を

　　　　　　　　　　　

標
示
し
ま
し
た
。

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
と

「
駐
輪
場
マ
ー
ク
」
を

　　　　　　　　　　　

標
示
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
を
と
お
し
た
「
妊
産
婦
に
や

さ
し
い
環
境
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
役
場
駐
車
場
内
に
妊

産
婦
へ
配
慮
し
た
優
先
席
を
確

保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
正
面
玄
関
脇
に

駐
輪
場
を
設
け
ま
し
た
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

マタニティマークとは
・妊産婦が交通機関等を利用する際に身につ
け、周囲が妊産婦への配慮を示しやすくす
るもの。

・さらに、交通機関、職場、飲食店、その他
公共機関等が、その取組や呼びかけ文を付
してポスターなどとして掲示し、妊産婦に
やさしい環境づくりを推進するもの。

役場駐車
場

妊産婦の優先駐車スペースを表示

正面玄関脇の駐輪場

表彰
　

10
月
15
日
、
文
部
科
学
大
臣
か

ら
柵
山
美
代
子
教
育
委
員
長
と
、

加
藤
一
五
教
育
長
が
地
方
教
育
行

政
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

は
、
地
方
教
育
行
政
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
の
表
彰

で
、
両
氏
は
長
年
に
わ
た
る
本
町

教
育
行
政
に
貢
献
し
て
き
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰


